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国家の存在根拠としての神社　地域の生存拠点としての神社
－「海の熊野」を事例として－

■研究目的
　建築史家の丸山茂（註１）は「神社建築の形成過程における官
社制の意義について」（註２）において、＜神社は国家によって、
在地の宗教伝統の一部分に基礎を置いて成立した＞ことを主
張した。つまり「神社」は、古くからその地域にあった場所、
信仰、儀礼が国家の創始した「官社制」（註３）によって体制化・
形式化されることでつくられ、「国家の一部である」というモ
ニュメントとしての意味をもって現れたのである（天武朝に
創始したという官社制はまとまったものとして 927 年の『延
喜式神名帳』（註４）に見られる）。
　丸山の説を前提とすれば、[ 神社には国家的側面・地域的側
面という二つの側面があるのではないか ] という認識を得るこ
とができる。本研究ではそれを神社の＜二重性＞と考え、そ
の認識を具体例を通して確かなものにし、神社の根幹をなす
ものとしての＜二重性＞の意義を明らかにしていくことを目
的とする。
■研究方法・論文構成
　[文献精査 ] と [ フィールドワーク ] の二つの方法で行う。
　第１章で丸山茂の説を確認し、それ以前・以後の研究もふ
まえ本研究の位置づけを行う。第２章では熊野の概要を示し、
「海の熊野」の概念を用いて研究調査地の属する文化圏を明確
にする。第３章では調査した７つの神社を紹介し、地図・文
献精査によって神社のもつ二つの側面を明らかにする。第４
章では神内神社について、口承から神社の成立経緯について
の２つの仮説を提示し、第３章において文献をもって示した
ことを裏付ける。第五章では神社の＜二重性＞について改め
て定義を行い、その発生過程を模型（模式図）で示し、現在
まで残存する神社の＜二重性＞の意義を考察する。

■既往研究と論文の位置づけ
　丸山茂の論文「神社建築の形成過程における官社制の意義
について」に焦点をあて、それ以前・以後の研究を参照する。
そして＜神社は国家によって、在地の宗教伝統の一部分に基
礎を置いて成立した＞という丸山の主張を前提として、林一
馬（註５）の述べるところの「神社の形成のむしろ多様な可能性」
である地域的側面をも重要視して進めていく。以上より本研
究の位置づけは丸山の大胆な説を補強し、具体的事例を通し
て神社の＜二重性＞を明らかにしていくものである。

　本章では本研究の調査地である熊野地方について、その範
囲・語源・地理・宗教を通してその概要を述べ、さらに熊野
を出雲・伊勢と比較することで＜南方文化の入り口として＞・
＜伊勢に対する宗教観のもう一つの脈として＞という古代国

家に対する熊野の意味を確認した。また、宗教学者・五来重（註６）
の提唱した「海の熊野」（註７）の概念を用いて調査した７つの
神社の属する文化圏の特徴を、黒潮の流れが運んでくる文化・
信仰を概観することによって明確にした。
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　ここでは実際に調査した７つの神社についてその概要を紹
介し、地図・文献精査から「国家の存在根拠として」・「地域
の生存拠点として」という神社の２つの側面を対比的に見た。
　

■国家の存在根拠として
　[3-2-1. 神話に描かれる場所 ] ではイザナミの死と結びつけ
られる花の窟神社について、朝廷の＜伊勢方面との結びつき
に伴う熊野との結びつき＞という現実利害を述べた。また神
武東征と結びつけられる神倉神社について、朝廷側に協力し
た人物で当時の熊野の有力者「高倉下」の存在を述べた。以
上から、朝廷による聖地の選定があったことがわかった。
　[3-2-2. 社格のある神社 ]では式内社・国内神名帳所載社（註8）・
国史見在社（註 9）について文献精査をし、朝廷・国府の管理が
なされることで神社は国家的側面をもちはじめることがわ
かった。

図 1　論文ダイアグラム

図２　紀伊半島南東部と調査した神社のプロット

図３,４,５
左から神倉神社 , 飛瀧神社 , 花の窟神社

図６　国家によって管理される神社とされない聖地　模式図
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■地域の生存拠点として
　ここでは７つの神社の立地・祭・習俗など８つの具体例に
関して地図・文献を精査した。ここではそのうち２つを記す。

　[3-3-1. 立地と遺跡の
分布 ] では、調査した神
社のほぼ全てが２つの地
層をまたがるように分布
すること、縄文海進（註１
０）時の海際に立地する
こと、多くは縄文や弥生
の遺跡を伴うことがわ
かった。そして「水の近
く」への分布はその聖性・
交通・生業から考えられ
ることがわかった。
　[3-3-2. 熊野速玉大社
例大祭 ] では、神馬渡御
式・御船祭からなる例大
祭について、その意味を
考察した２つの説（熊野
神降臨伝承の復演説 , 水
霊祭祀起源説）を参照し、

図７　熊野川河口周辺の地形（海岸線＋3m）

図８　熊野速玉大社例大祭・御船祭のようす

この祭の基層の部分に「地域の世界観」が存在することを確
かめた。特に水霊祭祀起源説については、古代、人々の生存
の上で切実な問題であった「治水」（註１１）に着目し、この地
域で熊野速玉大社だけが式内社となった理由を「治水」にお
けるこの場所の重要性から考察した。そこから「地域の世界観」
の中の重要地の上に「国家の世界観」が覆いかぶさることの
妥当性を見出した。さらに「地域の世界観」の中では各々の
神社が互いに関係し合いながら存在していたと考えられ、社
格の有無は国家が持ち込んだもの（「国家の世界観」）である
ことを [3-3-8. 社格のない神社 ] で強調した。
　このように、第３章では地図・文献精査から国家的・地域
的な神社の＜二重性＞を見出すことができた。
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　本章では調査し
た神社の１つであ
る神内神社につい
て、フィールド
ワークによって得
た口承を記し、中
でも神内神社成立
以前に存在したと
される２つの聖地
「古神殿」・「聖社」
に注目した。それらが平安時代初期に神内神社に変わったと
いう口承から、神内神社の成立経緯について＜国家による "
直接的 " な神社化＞と＜修験者を介在する " 間接的 " な神社化
＞という２つの仮説を立てた。そしてそのどちらの仮説をとっ
ても神社の成立に際して「地域の世界観」に「国家の世界観」
が付与されたものと見ることができ、神内神社には地域的側
面・国家的側面の両方が二重に見られることがわかった。ゆ
えにこの民間口承は、第３章で地図や文献精査を通して考え
てきたことを裏付けるものであることがわかった。

第５章　考察・神社の＜二重性＞
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図９　神内神社口承における＜聖地の変化＞模式図
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■神社の＜二重性＞
　第３章では地図や文献
から、第４章では口承か
ら神社のもつ国家的側面・
地域的側面を見てきた。
ここで神社の＜二重性＞
を改めて定義する。
　神社に＜二重性＞があ
るとは、「国家の存在根拠
として」・「地域の生存拠
点として」の二つの意味
があるということである。そしてこの＜二重性＞によって神
社は、朝廷（管理する側）が変化しようとも、「地域の生存拠
点として」存在し続ける。つまり＜二重性＞は神社の根幹を
なす性質なのである。

図１０　神社の＜二重性＞

■＜二重性＞の発生
　民間（地域）の聖地の中からいくつかが引き上げられ（国
家の利害関係によって選別され）ることによって「国家の存
在根拠として」神社とされ、社格をつけられ、神話の中で位
置づけられる。この時はじめて神社の＜二重性＞が発生する。
しかし地域の祭礼などで聖地間のつながりは消えず、「地域の
生存拠点として」の意味は残る（図１１）。図１２は国家・地
域の世界観を表した地図モデルである。

神社には「国家の存在根拠として」・「地域の生存拠点として」
という二つの意味、つまり＜二重性＞がある。そしてその＜
二重性＞こそが神社を神社足らしめているものであり、古代
に発生したこの＜二重性＞は現在にまで残存し続けているも
のであることがわかった。

■現在の神社
　現在でも多くの
神社が日本神話に
登場する神や国家
鎮護の八幡神など
を祭神としてい
る。と同時に、地
域ごとの祭をも
ち、末社として地
主神が祀られるこ
とがある。これは、
古代に発生した神
社の＜二重性＞は
現在にまで残存し
ているということ
である。図１３は
現在の神社の状況
の模型である。

図１１　＜二重性＞の発生模型

図１２　「国家の世界観」と「地域の世界観」の重なり

図１３　現在の神社の状況
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註１：建築史家。1981 年東京大学工学系研究科建築学博士課程修了。現在跡見
学園女子大学教授。
註２：『建築史学』第 33 号（建築史学会 ,1999.9）で初出
註３：官社として神社を登録すること。官社とは、祈年祭に神祇官から幣帛（神
に奉献するものの総称）を受ける神社。
註４：正確には延長 5年（927 年）にまとめられた『延喜式』の巻九・十のこと。
官社とされた全国の神社一覧。延喜式に記載された神社のことを式内社といい、
全国で 2861 社。記載されていない神社のことを式外社という。
註５：建築史家。長崎総合科学大学教授。
註６：1908-1993。宗教学者・民俗学者。
註７：五来重の提唱した概念で、熊野における山の文化圏（「山の熊野」）に対
する海の文化圏のこと。
註８：『延喜式神名帳』が神祇官によって作成されたものであるのに対し、各国
の国司が作成した神社リストを『国内神名帳』という。
註９：『延喜式神名帳』には記載されないが、六国史（『日本書紀』・『続日本紀』・
『日本後紀』・『続日本後紀』・『日本文徳天皇実録』・『日本三代実録』）には見ら
れる神社のこと。
註１０：縄文時代に日本で発生した海水面の上昇のこと。現在より海水面が約
3m高かったとされる。
註１１：洪水などの水害を防ぎ、また水運や農業用水の便のため、河川の改良•
保全を行うこと。
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